
環境マネジメント

環境ガバナンスの推進体制
Daigasグループは、代表取締役社長のもと、役員などがサステナビリティに関する活動計画および活
動報告の審議を行う「サステナビリティ推進会議」、当社グループのサステナビリティ活動を統括する役
員「Chief Sustainability Officer（CSuO）」（常務執行役員）を委員長とする「サステナビリティ推進委
員会」を設置し、適切かつ積極的な活動の実践に努めています。「サステナビリティ推進委員会」は年3
回開催し、サステナビリティ経営の施策目標に対する実績状況や、気候変動による財務影響が大きい
と想定される事業計画などの重要事項を取締役会に付議・報告しています。
また、環境分野に関連する議題について「環境部会」を設置し「サステナビリティ推進委員会」との連
携を図り、環境マネジメントを推進しています。その際には、CSuOのもと、ISO14001に基づく全
社一体型の環境マネジメントシステム（EMS）を運用し、全従業員で事業活動における環境負荷の
軽減、環境法令遵守の徹底を図っています。
当社グループでは、国内の関係会社においても、ISO14001やDaigasグループ環境マネジメント
システム「OGEMS」などのEMSを運用しています。

方針・考え方
Daigasグループは、「Daigasグループ環境方針」に則り、その内容の実現を目指して環境マネジ
メントシステム（EMS）を構築、運用しています。方針では気候変動をはじめとする環境課題への
対応を宣言し、環境負荷の一層の低減、汚染の予防、生物多様性を含む環境保護などへ取り組むこ
とを掲げています。
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■ 環境マネジメント推進体制

Daigasグループ環境マネジメントの仕組み
Daigasグループでは、グループ全体で環境負荷を削減していくために、2030年度に向けた長期
ビジョンのほか、中期環境目標を定め、達成に向けて進捗を管理しています。環境目標は、「CO2排出
削減」「再生可能エネルギ－普及」「廃棄物の排出抑制・再資源化促進」「掘削土の再資源化促進」等を
掲げています。また、当社グループの一連のバリューチェーン上での活動において、気候変動に影響
を及ぼすGHG排出量実績を毎年算定・把握し、排出削減の取り組みを進めるための情報として活用
しています。これらの目標・実績は、環境マネジメントシステム（EMS）の仕組みを活用したPDCAサイ
クルにより管理しています。
気候変動関連の体制については P.56をご覧ください。

■ EMSの仕組みを活用したPDCAサイクル

認証機関による外部審査

■定期審査（1回/年）
　（内、3年毎に更新審査）
■認証機関：（一財）日本ガス機器検査協会

見直し（Action）
■ 課題の抽出
■ 対応策検討・改善

実施・運用（Do）
■ 目標への取り組み
■ 指標の実績把握

計画策定（Plan）
■ 環境に関する横断的課題への対応
■ 環境戦略立案
■ 各組織活動への反映

点検（Check）
■ �環境部会・サステナビリティ推進委員会・

サステナビリティ推進会議（経営会議）で
の目標・実績の報告・フォロー

■ �環境パフォーマンスデータに対する 
第三者検証受審

環境価値も勘案した役員報酬制度
大阪ガスは、短期および中長期的な企業価値向上に資すること目的として、2021年12月
23日開催の取締役会において前年度のサステナビリティ指標※達成度係数を役員報酬に
反映することを決議し、2022年度実績に基づき支給される2023年7月以降の報酬から適
用しています。
2024年度からは、「中期経営計画2026」で掲げたエネルギーのカーボンニュートラル化に
関する目標をはじめとする非財務（マテリアリティ）指標の達成状況を含んでいます。役員
報酬制度については P.141-P.142をご覧ください。
※2025年度にESG指標からサステナビリティ指標に名称を変更

▶︎ Daigasグループ環境方針
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環境に関する法律違反、罰金
2025年度において、環境に関する法令・条例違反による行政処分はありませんでした。

国内の主要な関係会社でEMSの構築・認証を継続
Daigasグループでは、グループ共通規程「環境管理に関する規程」のもと、原則として、国内にある
主要な関係会社において環境マネジメントシステム（EMS）を構築・運用しています。
関係会社が導入しているEMSの規格には、ISO14001をはじめ、自治体が主導して策定したEMS
規格のほか、これとほぼ同等の機能を持つ自己宣言型EMS「Daigasグループ環境マネジメントシス
テム（OGEMS）」などがあります。

ISO14001 認証取得状況
大阪ガスは、1997年度から各部門で順次、国際的な環境マネジメントシステム（EMS）規格である
ISO14001の認証取得を進め、2005年度までに各部門の7つの環境マネジメントシステム（EMS）
で全社をカバーすることができました。2006年度からは、全社一体となった環境マネジメントシス
テム（EMS）の統合を進め、2007年
12月に大阪ガス統合認証を取得しま
した。また2009年以降、3年に一度の
ISO14001の更新審査を受審し、
2020年の基盤会社3社・2022年の
大阪ガスネットワーク（株）への機能移
管等の組織改編にも対応し、統合認
証を継続取得しています。 ISO14001外部審査全体会議ISO14001登録証

環境啓発活動
事業活動で培ったノウハウを活かした環境コミュニケーションを展開
当社グループは地域に根ざした事業を営んでおり、地域の皆さまとの良好な関係なくして経営は成
り立たないと考えています。会員制サイト「マイ大阪ガス」では、省エネ情報の発信や「大阪ガスの電
気」の節電オプション等を通じて、お客さま参加型のエネルギーマネジメントを推進しています。具体
的には、節電へのご協力や再エネ余剰時間帯への電気使用シフトに応じてポイントを進呈すること
で、お客さまの省エネ行動を後押ししながら、電力需給の安定化と再エネの有効活用の両立を図っ
ています。また、当社グループが事業活動で培ってきたノウハウを活かし、「エネルギー環境教育」等
を通じた次世代育成にも取り組んでいます。

環境コミュニケーション
環境教育
環境月間に多彩な活動を展開
毎年、環境月間の6月には、Daigasグループの従業員が様々な環境活動を展開しています。事業所
の省エネ、環境保全、社内外への環境教育、地域の環境イベントや清掃活動への参画などを通じて、
一人ひとりの活動が環境と深くかかわっていることを改めて認識するとともに、環境と調和した社会
に貢献する取り組みを継続する機会としています。

e-ラーニングと集合研修の実施
当社グループでは、環境マネジメント
システムの運用の一環としてe-ラーニ
ングや集合研修を毎年実施し、環境の
取り組みに関する従業員の力量を確
保しています。
e-ラーニング「ISO環境教育コース」
では、環境に関する基礎知識やグルー
プの取り組み内容、環境法令の知識
などを学びます。また、集合研修では、環境問題の最新の動向や実践的な取り組み事例などを学
び、環境に関する意識を高めます。

e-ラーニング
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